
実用英語教育学会第 11回研究会 

（Zoomによるオンライン開催）のご案内 

 

ビジョン 3－16： あらためて外国語教育の理念と目的と方法論を問う 

新型コロナウイルスがいまだに収束しないなかで、日本や世界でいま起こっていること、これから北

海道でできることについて学び、考え、できることがあれば実践していきたいものですね。今回の研

究会には、UCSDの當作靖彦先生をお迎えします。先生のご講演を通して、英語をはじめとする「外国

語教育の理念と目的と方法論」についてあらためて考える機会となれば幸いです。困難な状況下にあ

りながら、全国各地で英語を子どもたちの日常生活の中に定着させようと日々奮闘しておられる先生

方が、日々の教育現場で最大限に生かしていくための指針やインスピレーションを得る機会となるこ

とを願いつつ、ご案内いたします。 

 

日  時：2022年 6月 12 日（日） 受付：9：45～ 

 研究会  午前 10:00～12:30 

場  所：Zoomによるオンライン開催（申込者に前日にリンク URLを送付） 

 参加費：無料 

 

＊前日に ZOOMの URLをお送りしますので、事前のお申し込みが必要になります。 

参加のお申込みは 6月 10日（金）までに下のリンクから専用フォームでお願いいたします。

https://forms.gle/2DYyeqyXwQwQF7Jx8 
 

定 員：１００名 
 

大会事務局  実用英語教育学会（SPELT）事務局 

 〒065-8567 札幌市東区北 16 条東 9丁目 1番 1 号 

 札幌大谷大学社会学部地域社会学科 石川希美 研究室内  

  TEL:  011-742-1651（代）  

  FAX:  011-742-1654（※社会学部石川希美宛てと明記してください） 

 E-mail: info@spelt.main.jp （事務局担当者共有アドレス） 

 

 

プログラム (敬称略) 

9:30    役員はオンライン会場（Zoom）に集合 

9:45～  受付（Zoom入室）開始 

10:00-10:10   開会挨拶・諸注意・司会： 三浦 寛子（北海道科学大学） 

会長挨拶：釣 晴彦（札幌学院大学） 

10:10-10:15   講師紹介：釣 晴彦（札幌学院大学） 

10:15-12:25   講演：當作 靖彦 教授 （カリフォルニア大学サンディエゴ校） 

『破壊的創造の時代の外国語教育: 「なぜ」、「何」、「どう」』 

12:25-12:30   閉会挨拶：杉浦 理恵（東海大学） 

 

 

 

 

 

 

 

 

https://forms.gle/2DYyeqyXwQwQF7Jx8
https://forms.gle/2DYyeqyXwQwQF7Jx8


10:15-12:25    

講演：當作 靖彦 教授 （カリフォルニア大学サンディエゴ校） 

（110分講演、20分質疑応答） 

演題『破壊的創造の時代の外国語教育: 「なぜ」、「何」、「どう」』 

講演概要： 

破壊的イノベーションの時代といわれ、社会が常に急激に変化をしている現在、社会

はこれまでとは異なる能力を持った人材を必要とし、外国語教育もこれまでとは異なる

人間を生み出すことが期待されています。パンデミックで変化にさらに拍車がかかり、

新しい時代を迎えようとしている今、変化する世界で生きるために学生にどのような人

間になってほしいか、それを助ける教師としての自分の価値は何なのか、自分の強みは

何なのかを考え、自らの教育理念を見直すいいチャンスと言えます。その理念のもと、

学習効果を最大限上げるために何をどう教えるかを考え直すいいチャンスでもありま

す。現在のように社会、経済、テクノロジー、知識・情報の大きな変化が起こっている

時代にあっては、これまでの教育に新しいものを付け加える、あるいは変化させるだけ

では十分な教育はできません。パラダイムシフトとも言うべき新しい創造的な教育が実

施される必要があります。この講演では、破壊的創造の時代、パンデミックの時代にお

ける外国語教育の理念と目的、方法論を皆さんと考えてみます。 

 

 

 

 

 

 

講演者プロフィール：【當作 靖彦 教授】（カリフォルニア大学サンディエゴ校） 

カリフォルニア大学サンディエゴ校（UCSD）グローバル政策・戦略大学院(GPS)教授。同校言語学

部大学院修了（Ph.D.）。専門は第二言語習得理論及び外国語教授法。アメリカの日本語ナショナ

ル・スタンダーズの作成に参加、現在、外国語ナショナル・スタンダーズ理事会日本語代表理事、

コンピュータと日本語教育学会会長、一般社団法人日本外国語教育推進機構（JACTFL）の理事を務

める。Association of Teachers of Japanese会長、外国語教育ロビー団体 Joint National 

Committee on Languages日本語代表、全米日本語教育学会会長等を歴任。”Yookoso!: Invitation 

to Contemporary Japanese"。"Yookoso!: Continuing with Contemporary Japanese" (McGrow-Hill 

Higher Education)。『ＮＩＰＰＯＮ３．０の処方箋』（講談社）、『ドラえもんのどこでも日本語』

（小学館）、『日本語教師の専門能力開発：アメリカの現状と日本への提言』（日本語教育学会）、

“Social Networking Approach to Japanese Language Teaching – The Interaction of Language 

and Culture in the Digital Age”（Routledge）等の著書がある。2015年第 13回日本語教育学会

賞受賞。2021年 American Association of Teachers of Japanese Lifelong Achievement Award受

賞。 

 


